
令和４年度
まちづくりアワード
(構想・計画部門)

受賞団体



国土交通大臣賞
姫路市

第1回 まちづくりアワード（構想・計画部門）

◆所 在 地：兵庫県姫路市

◆取組名称：姫路市ウォーカブル推進計画

◆活動概要：身近な生活圏が豊かになることで住みたい街・住み続けたい街になることを目指し、市民・来街
者が多様な過ごし方を選択できるよう、「姫路市ウォーカブル推進計画」を策定。日常的な公共空
間の利活用が実施可能となる組織体制の構築や、リノベーションまちづくりの推進などにより、居
心地が良く歩きたくなるまちなか空間の創出を目指しています。

◆選定理由：居心地が良く歩きたくなるまちなか空間の創出を目指し、丁寧なエリアのリサーチや社会実験を
実施し、道路管理者や交通管理者との連携を図りながら、戦略的な計画づくりを進めるなど、先
導性、論理性、総合性、実現性に優れた取組であると評価されました。

▲計画区域及び展開イメージ

３つの区域と、３つの時間軸で段階的にウォーカブルまちづくりを展開

検証区域（短期） 重点区域（中期） 推進区域（長期）

6～10年 長期 推進区域（広域）

長期的には、中心部にウォーカブルなエリアが増加し、様々な

目的地が生まれ、多様な人が集まり、エリア間を歩いて楽しめる

街となることを目指します。

・推進区域全体で実現
・中心部全体で歩行が増加
・ウェルネスな都市環境の実現

3～5年 中期 重点区域（中域）

中期的には、短期の取組み成果をもとに、中心部の重点区域

においウォーカブルな環境づくりを進め、行きたくなる魅力的な目

的地が増えネットワークが広がることを目指します。

・プログラムを重点地区で展開
・検証区域以外でも実現
・面的な界隈性が生まれる

1～2年 短期 検証区域（狭域）

短期的には、検証区域として複数場所で象徴的なプロジェクト

の目指すシーンを実験し、ウォーカブルな取組みの機運を醸成し

ていき、展開するための仕組みを構築します。

・複数の検証区域で社会実験
・成果を踏まえプログラムを構築
・目指すシーンが可視化される

10ケ所に
拡がる

３ケ所
＋αに拡大
（重点区域に
拡がる）

３ケ所から
スタート

▲将来目指すまちのイメージ



特別賞
砂川市

特別賞
つかう．ｍｅｅｔ

第1回 まちづくりアワード（構想・計画部門）

◆所 在 地：北海道砂川市

◆取組名称：安心やすらぎ共和国「OASIS REPUBLIC -SUNAGAWA BASE-」建国構想

◆活動概要：地域資源の活用や、多様な業種の連携による地域のブランド力の強化を図り、域内外への発信
や域外からの流入促進につなげるオアリパ（オアシスリパブリック）の構想により、持続的なまち
づくりを進めています。

◆選定理由：１万６千人規模の都市でありながら、地域特有の資源を最大限に活かし、稼ぐ力を発揮する体
制を官民一体となり構築するなど、先導性が高く評価されました。

▲ ブランド市場化/販路開拓（ミニマルシェ）

◆所 在 地：愛知県安城市

◆取組名称：MAPP（まちをつかってつくる！三河安城駅周辺パワーアップ再生プロジェクト）
※三河安城マチナカ協創地区都市再生整備計画

◆活動概要：三河安城駅周辺において、「まちをつかってつくる」という順序により既存のまちのポテンシャル
を最大限に引き出すことに加え、オープンデータを活用した地域課題の分析など、地域のエリア
価値向上の取組を推進しています。

◆選定理由：オープンデータなどを活用した課題分析やニーズ把握を踏まえ、実験的な取組を先立って展開
することにより、柔軟性や機動性の高い計画づくりを進めるなど、事業化への実現性が高く評価
されました。

▲つかう.meetの会議風景



特別賞
仲町商店街振興組合

第1回 まちづくりアワード（構想・計画部門）

◆所 在 地：福島県喜多方市

◆取組名称：喜多方レトロ横町商店街中長期ビジョン
（仲町商店街振興組合/中央通り商店街振興組合/しもなん活性化協同組合 ３組合共同策定）

◆活動概要：レトロな蔵のまちなみを保全していくため、景観に配慮したデザインコンセプトや施設整備を進め
るなど、商店街の連続性や景観の創出に貢献しています。

◆選定理由：まちなかで「遊ぶ・泊まる・暮らす・働く」といった、新たな観光・暮らしの提案による蔵・空家・空店
舗の活用や、情緒あふれるまちなみ形成などへのビジョンが示されており、独自性が高く評価さ
れました。

▲軒下レトロデザイン ▲ レトロ横町:マーケット通り修景イメージ


